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《人口の動き》

　4月末現在

男2，697（十12）女2，745（十3）計5，442（十15）

出生3　死亡5　転入34　転出17

世帯数1，574（＋11）
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　　　欝
熊願鱒醐轍藤　　陥

か
ら

　
　
　
撫
幾
購
瀧
灘
灘
竃

織醐、

　
脚
職

　
　
　
　
ε
葦
奪
…
モ

　
平
成
元
年
五
月
十
七
日
を
も
つ

て
町
長
の
任
期
が
満
了
す
る
た
め

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
公
職
選
挙

法
に
基
づ
き
、
五
月
九
日
選
挙
告

示
、
五
月
十
四
日
（
日
曜
）
を
投

票
日
と
し
て
選
挙
の
執
行
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
今
後
四
年
間
、
町
政
を
任
せ
る

人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

よ
く
見
・
よ
く
聞
き
・
よ
く
考
え

て
棄
権
す
る
こ
と
な
く
皆
で
投
票

し
ま
し
ょ
・
つ
。

投
票
で
き
る
人

■
年
齢

　
昭
和
四
十
四
年
の
五
月
十
五
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

■
転
入
し
た
人

　
平
成
元
年
二
月
八
日
以
前
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
い
て
松
代
町

に
住
所
の
あ
る
人

投
票
で
き
な
い
人

■
死
亡
し
た
人

■
転
出
し
た
人

　
平
成
元
年
五
月
十
四
日
（
選
挙

当
日
）
以
前
に
転
出
届
を
し
た
人

投
票
所
と

　
　
投
票
で
き
る
時
問

　
午
前
七
時
か
ら
全
投
票
区
投
票

所
で
投
票
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
の
し
め
き
り
時
問

が
、
午
後
五
時
に
し
め
き
る
投
票

所
と
午
後
六
時
に
し
め
き
る
投
票

所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
時
間

を
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
　
（
次
百
ハ
）

不
在
者
投
票

　
五
月
十
四
日
の
投
票
日
に
旅
行

や
仕
事
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
人

は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
．

■
手
続
き

　
本
人
自
ら
が
役
場
二
階
の
町
長

選
挙
事
務
室
不
在
者
投
票
所
で
「

宣
誓
書
」
を
提
出
し
ま
す
。
こ
の

用
紙
は
選
挙
管
理
委
員
会
（
選
挙

事
務
室
）
に
あ
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

　
印
鑑
と
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
期
間

　
五
月
九
日
か
ら
五
月
十
三
日

■
時
間

　
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

■
場
所

　
役
場
二
階
不
在
者
投
票
所

　
　
（
町
長
選
挙
事
務
室
）

郵
便
、
病
院
で
の

　
　
不
在
者
投
票

■
郵
便

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
持
っ
て

い
れ
ば
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
証
明
書

は
選
挙
管
理
委
員
長
が
発
行
し
ま

す
。■

病
院

　
お
産
や
病
気
で
入
院
中
の
人
は
、

病
院
が
不
在
者
投
票
指
声
疋
病
院
に

な
っ
て
い
れ
ば
、
病
院
の
不
在
者

投
票
管
理
者
の
も
と
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
職
員
に
申

し
出
て
下
さ
い
。

投
票
は
記
名
式

　
投
票
用
紙
の
候
補
者
の
氏
名
を

書
く
四
角
い
欄
の
中
に
、
は
っ
き

り
と
正
確
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

　
書
か
れ
た
こ
と
が
読
め
な
か
っ

た
り
、
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
と
無
効
票
と

な
り
、
貴
重
な
一
票
が
無
駄
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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5月14日は町長選挙投票日です

投
票
を
午
後
5
時
で
し
め
き
る
投
票
所

第
4
投
票
区
（
桐
山
）

　
桐
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
5
投
票
区
（
池
尻
）

　
池
尻
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
6
投
票
区
（
池
之
畑
）

　
池
之
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
7
投
票
区
（
下
山
）

　
下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
8
投
票
区
（
海
老
・
東
山
）

　
海
老
分
校

第
9
投
票
区
（
孟
地
）

　
孟
地
小
学
校

第
1
0
投
票
区
（
片
桐
山
・
滝
沢
）

　
滝
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　依訳内の数者権有

第
1
4
投
票
区
（
寺
田
・
諏
訪
峠
）

　
寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
1
5
投
票
区
（
莇
平
）

　
莇
平
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
i

第
1
6
投
票
区
（
竹
所
）

　
竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

第
1
8
投
票
区
（
福
島
）

　
福
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
2
0
投
票
区
（
木
和
田
原
）

　
木
和
田
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
2
1
投
票
区
（
濁
・
峠
）

　
峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
2
5
投
票
区
（
苧
島
・
中
子
）

　
苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

投
票
を
午
後
6
時
で
し
め
き
る
投
票
所

第
1
投
票
区
（
松
代
・
小
屋
丸
）

　
松
代
第
一
区
民
会
館

第
2
投
票
区
（
蓬
平
）

　
蓬
平
小
学
校

第
3
投
票
区
（
清
水
・
会
沢
）

　
清
水
小
学
校

第
H
投
票
区
（
田
野
倉
・
仙
納
）

　
北
山
小
学
校

第
1
2
投
票
区
（
名
平
・
蒲
生
）

　
蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

第
1
3
投
票
区
（
儀
明
）

　
儀
明
保
健
福
祉
館

第
1
7
投
票
区
（
菅
刈
・
田
沢
）

　
菅
刈
分
校

第
1
9
投
票
区
（
室
野
・
奈
良
立
）

　
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

第
2
2
投
票
区
（
千
年
）

　
千
年
公
民
館

第
2
3
投
票
区
（
松
代
新
田
、
小
荒

　
戸
、
太
平
）
町
総
合
体
育
館

第
2
4
投
票
区
（
犬
伏
）

　
犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

開
票
は
当
日
夜
7
時
ヵ
ら

　
開
票
作
業
は
、
当
日
、
午
後
7

時
か
ら
役
場
の
第
一
会
議
室
で
行

わ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
当
選
者

が
決
定
す
る
見
込
み
で
す
。

部　落　名 男 女 計

松　　　代 459 547 1，006

松代新田 53 46 99

小　荒　戸 44 47 91

太　　　平 46 45 91

菅　　　刈 44 45 89

田　　　　沢 47 41 88

小　屋　丸 7 7 14

池　之　畑 30 27 57

下　　　　山 39 32 71

千　　　年 92 105 197

池　　　尻 22 21 43

会　　　沢 36 37 73

清　　　水 30 25 55

桐　　　　山 24 16 40

蓬　　　平 86 96 182

東　　　　山 9 11 20

海　　　老 38 31 69

犬　　　　伏 110 113 223

孟　　　　地 39 36 75

片　桐　山 12 12 24

滝　　　　沢 25 18 43

中　　　子 6 8 14

苧　　　島 42 42 84

田　野　倉 69 75 144

仙　　　納 26 29 55

莇　　　平 37 43 80

諏　訪　峠 2 1 3
寺　　　田 48 51 99

名　　　平 11 11 22

蒲　　　生 126 121 247

儀　　　明 107 122 229

福　　　島 36 44 80

奈　良　立 15 21 36

室　　　　野 180 206 386

竹　　　所 24 21 45

濁 1 1 2
峠 47 51 98

木和田原 37』 37ユ 74

計 2，106 2，242 4，348



”III“IllllIlll”IIIllIIII“IIIlll”II”Illlこうほう・まつだい（元．5月号）1”1川IIII“IIIIlillII”IIIllIII“llIIll”II“IIliIll””IIlllIll”IlllIII“IIIIIIIIII“III“IIIllllIII“Ill“III川IIIII“III”ll”IIIIlll411111”1“II”1

米
米
米
…
米
米
米
…
米
米
米
米
来
来
米

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
引

き
続
い
て
年
金
を
受
け
る
た
め
に
、

年
一
回
「
年
金
受
給
権
者
現
況
届

（
以
上
「
現
況
届
」
と
し
ま
す
）
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
現
況
届
の
提
出
時
期

（
期
限
）
・
提
出
先
・
記
入
事
項
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
．

　
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
か
っ

た
り
遅
ら
せ
ま
す
と
、
年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
さ
れ
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

米
米
米
米
Ψ
爪
…
米
米
米
米
米
米
米
米

届況現

にずれ忘

●o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
時
期
・
提
出
先
・
記
入
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

障
害
墓
礎
年
金

　
欝
歳
前
障
審
藻
び
照
障
審

　
福
祉
年
金
億
除
護

遺
族
基
礎
宰
金

　
陶
母
子
福
祉
年
金
選
陶
準

　
母
子
福
祉
年
金
は
除
《

寡
婦
華
金

　
新
国
民
隼
金
法
健
謙
嬢
裁

　
建
さ
義
だ
愚
の

釦1－－

障
害
年
金

母
子
年
金

準
母
箪
宰
金

逡
児
年
金

寡
婦
年
金

繍
国
民
年
金

法
に
ま
鱗
裁

定
愚
総
楚
隼

金釦1一一・

今
年
園
月
以
後
は
、
誕
生
月

の
末
瞬
が
提
出
期
限
に
な
り

ま
す
。
　
（
誕
生
瞬
が
“
“
月
一

日
か
ら
四
月
三
串
跨
ま
驚
の

太
は
今
年
に
限
慰
不
要
）

今
年
五
月
以
後
は
、
誕
生
月

の
末
臼
が
提
出
期
限
に
な
り

ま
す
。
　
（
誕
生
月
が
一
月
一

日
か
亀
幽
月
三
牽
田
ま
響
の

人
は
今
年
に
限
り
不
要
）

障
薯
墓
礎
年
金

　
診
断
書
が
必
要
な
障
審
、

　
麗
歳
前
障
害
及
び
照
障
害

　
福
祉
集
金
は
除
く

遺
族
基
礎
年
金

　
陶
母
畢
福
祉
年
金
及
び
隔

　
準
母
子
隼
金
は
除
く

障
審
年
金

　
診
翫
書
が
必
要
襟
障
害
は

　
除
《

母
子
年
金

準
母
畢
年
金

逡
児
宰
金

寡
婦
年
金

“

社
会
保
険
庁
か
ら
踊
紙
が
郵

送
さ
れ
る
の
で
、
町
長
の
証

明
を
受
け
、
社
会
保
険
庁
織

返
送
し
羅
下
さ
鱒
。

障
害
基
礎
年
金

　
診
断
書
が
必
要
な
障
害
．

　
2
0
歳
前
障
害
及
び
陶
障
害

　
福
祉
年
金
に
隈
る

遺
族
墓
礎
宰
金

　
階
母
子
福
祉
年
金
及
び
照

　
準
母
子
年
金
に
限
る

障
害
年
金

　
診
断
書
が
必
要
な
障
害
に

　
限
る

　
こ
れ
ら
の
年
金
以
外
は
今
ま
で

ど
お
り
で
す
．

釦1・

町
役
揚
か
ら
網
紙
が
届
け
ら

縦
る
の
驚
、
必
要
書
類
を
添

醤
し
で
役
場
の
窓
図
緯
提
畿

じ
《
下
さ
鱒
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
以
外
は
今
ま
で

ど
お
り
で
す
。
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老
齢
墓
礎
薙
糞

婁
の
撚
給
籍
懸
難
毒
姦
錨

『
、
㈱
催
限
慈

簿
墜
嚢
礎
欝
糞

p
・
灘
灘
欝
戴
算
額
難
灘
霧
懸

鋤
鱒
隣
慈

簸

灘
濃
麓

鞭
競
蕪
叢
羅
讐
灘
叢
籔
、

、
濃
、
嚢
灘
簿
鵬
欝
畿
、
維
蓑
、
－

、
講
、
叢
難
…
鞭
藩
幌
瀞

・
購
鱒
醸
除
難
遂

■
昼
・

珊
翻
給
緯
金
講
象
毒
の
欄
雛

爾
お
灘
窺
混
趨
網
紙
難
遜
櫛

欝
灘
馨
㊨
響
．
擁
総
⑳
懸
象

灘
麟
纈
驚
騨
蕎
醗
鶴
懸
鞭
羅

蕪
の
磯
名
懸
記
羨
難
羅
暴
骸

簿
擬
㈱
誕
鯛
蜜
嚢
酵
愚
馨

縷
鞍
獅
謙
縷
縫
。

　
右
以
外
の
場
合
は
、
年
金
受
給

者
の
み
の
氏
名
記
入
欄
の
現
況
届

用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
他
の
年
金
を
受
け
て
い
る
時

は
、
そ
の
「
年
金
の
制
度
名
と

年
金
証
書
記
号
番
号
を
記
入
す

る
欄
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
一
．
一
．
．
一
置
＝
．
．
一
－
．
一
一
＝
．
甲
一
＝
一
一
＝
－
．
層
一
一
一
6
・
嚇
一
．
一
．
．
一
・
：
q
．
一
．
．
一
・
：
一
．
．
－
贋
一
一
＝
昌
一
．
一
．
雪
ー
．
．
一
．
一
｛
曹
甲
－
．
一
｛
昌
．
．
一
8
ー
．
一
一
一
一
｛
．
一
＝
一
｛
．
畢
．
一
一
冒
三
．
一
一
．
一
ー
一
一
＝
”
｛
．
一
一
f
一
一
．
冒
．
・
｛
。
．
－
一
ξ
一
．
層
9
ご
一
．
．
．
ご
一
．
冒
9
’
三
一
－
ξ
一
畢
．
一
ご
一
一
．
一
’
亀
一
．
一
ー
一
。
9
・
一
｛
…
・
｛
｝
一
…
｝
｛
…
f
一
｝
｛
｝
一
冒
㌔
昌
’
｛
｝
｛
一
…
・
一
三
一
…
一
ー
一
…
f
6
｝
｛
｝
｛
一
一
9
｛
昌
三
｛
｝
曹
曽

年
金
住
宅
融
資
の
ご
案
内
～
罠
年
嘉
入
の
皆
さ
ん
～

◎
利
用
で
き
る
の
は
…

　
　
現
在
、
国
民
年
金
の
被
保
険

　
者
で
あ
る
こ
と
（
第
2
号
被
保

　
険
者
”
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

　
険
者
お
よ
び
各
種
共
済
組
合
の

　
組
合
員
は
除
か
れ
ま
す
）

　
　
国
民
年
金
の
納
付
済
期
間
（

　
免
除
期
間
は
除
か
れ
ま
す
）
と

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期

間
（
旧
船
員
保
険
の
期
間
も
含

み
ま
す
）
が
合
わ
せ
て
3
年
以

上
あ
る
こ
と

　
借
入
申
込
の
前
月
ま
で
の
連

続
2
4
ヶ
月
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
い
こ
と
（
こ
の
場
合
、
免

除
は
未
納
と
し
ま
せ
ん
）

　
　
収
入
月
額
が
一
定
額
以
上
で

　
あ
る
こ
と

◎
対
象
と
な
る
住
宅
は
…

　
　
別
表
『
住
宅
の
基
準
』
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

◎
融
資
金
額
は
…

　
　
加
入
期
間
の
年
数
に
よ
る
借

　
入
（
融
資
）
限
度
額
↓
別
表
『
一

　
般
貸
付
金
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
同
居
関
係
に
よ
る
借
入
額
の

　
割
増
↓
60
歳
以
上
の
方
と
の
同

　
居
・
障
害
の
あ
る
方
と
の
同
居

　
ま
た
は
二
世
帯
住
宅
の
場
合
は
、

　
7
0
万
円
・
励
万
円
の
割
増
が
あ

　
り
ま
す
。

◎
利
用
の
条
件
は
…

　
　
借
入
金
の
利
率
↓
住
宅
の
区

　
分
に
よ
り
輔
％
～
留
％
（
金
融

　
情
勢
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
）

　
　
返
済
期
間
↓
新
築
…
1
0
年
～

　
3
5
年
・
中
古
…
m
年
～
2
0
年
・

　
改
良
…
5
年
～
1
5
年

　
　
返
済
方
法
↓
元
金
均
等
返
済

　
ま
た
は
元
利
均
等
返
済
の
い
ず

　
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
　
担
保
↓
被
保
険
者
が
取
得
す

　
る
住
宅
お
よ
び
土
地

　
　
そ
の
他
↓
住
宅
金
融
公
庫
の

　
融
資
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

　
て
ま
す
。

◎
申
込
み
方
法
な
ど
は
…

　
　
受
付
け
の
時
期
↓
一
般
住
宅
は

　
年
4
回
（
4
月
・
8
月
・
n
月
・
1

　
月
頃
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大

　
型
住
宅
な
ど
は
常
時
受
付
で
す
。

　
　
申
込
み
と
問
合
せ
先
↓
住
宅

　
金
融
公
庫
ま
た
は
同
公
庫
業
務

　
取
扱
金
融
機
関
で
す
。

準基の宅住一般貸付金
加入期間

3年以上

5年未満

5年以上

10年未満

10年以上

15年未満
15年以上

区分 種　　　　　類 居住面積 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

一
般
住
宅

新　　　　　　築
70m2以上

125mZ以下
◆基本条件を満たしている住宅。
　（注意）

借
　
　
入
　
　
限
　
　
度
　
　
額

新築・新築

購入耐火構

造の中古住

宅購入、住

宅改良

200万円 250万円 280万円 340万円

新　　築　　購　入
　「マンション1

　L建売等」

一　戸　建
　70m2以上

125m2以下
マンション
　40m2以上

125m2以下

◆借入申込日前2年以内に新築されたもの、又はこれから新築す
　るもの。

◆人が住んだことがないもの。
◆一戸建は敷地面積（私道部分を除く。）が100m2以上あること。

◆共同住宅（マンション等）は耐火構造もしくは簡易耐火構造の
　もの。

既　存　　（中古）

住　　宅　　購　　入

一　戸　建
　60m2以上
125m2以下
マンション
　40mZ以上
125m2以下

◆耐火構造は建築後の経過年数が15年以内のもの。
◆木造・簡易耐火構造は建築後の経過年数が10年以内で店舗等を
　併用していないこと。
◆一戸建は敷地面積（私道部分を除く。）が100mZ以上あること。

木造等中古

住宅購入

（耐火構造

以外）

140万円 170万円 190万円 230万円

通勤用住宅 190万円 240万円 270万円 330万円
住　　宅　　改　　良

（増改築・修繕等）
住宅改良後
　40mZ以上

◆修繕等工事は借入申込時に工事代金が決済されていないこと。
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松代、町の

鳥野

シ
リ
ー
ズ
⑳

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
松
　
永

　
秋
か
ら
冬
に
、
エ
ナ
ガ
や
コ
ガ

ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
と
混
群
を
作

っ
て
、
雑
木
林
や
林
に
続
く
住
宅

地
を
採
餌
し
な
が
ら
移
動
し
て
い

る
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
も
三
月
こ
ろ

　
　
つ
か
い

か
ら
番
を
形
成
し
て
分
散
し
繁
殖

生
活
に
入
り
ま
す
。
松
代
町
で
は
、

今
年
は
少
雪
だ
っ
た
こ
と
や
晴
れ

の
日
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
二

月
こ
ろ
か
ら
天
気
の
よ
い
日
に
さ

え
ず
り
が
聞
か
れ
、
警
察
の
裏
の

松
代
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
斜
面
に

は
、
毎
日
朝
九
時
こ
ろ
に
は
、
二

～
七
羽
の
群
が
姿
を
見
せ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
が
、
三
月
の
中
旬
に

な
る
と
、
い
つ
も
二
羽
で
、
し
か

も
雄
と
雌
の
カ
ッ
プ
ル
で
時
々
大

杉
の
根
元
の
凹
地
に
入
っ
た
り
、

木
の
穴
を
さ
が
す
行
動
を
見
せ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
夫
婦

に
な
っ
た
ば
か
り
の
い
わ
ゆ
る
新

婚
さ
ん
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
さ
が
し

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
種
は
ス
ズ
メ
目
シ
ジ
ュ
ウ
カ

光、、
ノ

ラ
科
に
分
類
さ
れ
、
松
代
町
で
は

普
通
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

留
鳥
で
す
が
、
春
や
秋
に
海
岸
地

方
を
移
動
す
る
群
を
観
察
す
る
こ

と
が
あ
り
、
留
鳥
と
い
わ
れ
る
本

種
で
も
、
日
本
の
北
か
ら
南
、
南

か
ら
北
へ
と
季
節
に
よ
り
移
動
す

る
も
の
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
標
識
調
査
に
よ
り
、
国
内
を

移
動
し
た
も
の
が
二
例
記
録
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と

古
い
記
録
で
す
が
、
昭
和
四
十
九

年
十
一
月
四
日
福
井
県
の
織
田
山

で
放
鳥
し
た
も
の
が
、
四
十
一
日

後
の
同
じ
年
の
十
二
月
十
五
日
北

海
道
夕
張
市
で
捕
獲
さ
れ
た
例
と

昭
和
五
十
年
十
一
月
三
日
富
山
県

婦
中
市
放
鳥
の
も
の
が
、
一
年
近

く
た
っ
た
昭
和
五
十
一
年
十
月
二

十
三
日
隣
県
の
福
井
県
織
田
山
で

捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
す
。

こ
の
ほ
か
同
一
県
内
で
移
動
し
て

捕
獲
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
シ
ジ

ユ
ウ
カ
ラ
は
移
動
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
で
す
。
昔
か
ら
本
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
前
が
、
し
じ
ゅ
う
か
ら
と
、
い

つ
も
サ
イ
フ
が
か
ら
っ
ぽ
と
聞
こ

え
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
人
気
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
よ
く
見

る
と
仲
々
の
紳
士
（
淑
女
）
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
と
言
う
の
は
、

頭
は
光
沢
の
あ
る
藍
黒
色
、
頬
と

腹
部
は
白
色
、
背
は
黄
緑
色
で
腰

の
付
近
か
ら
下
は
灰
青
色
で
、
喉

は
黒
色
と
い
う
姿
を
し
、
し
か
も

雄
も
雌
も
喉
か
ら
腹
部
に
か
け
て

黒
い
ネ
ク
タ
イ
（
黒
帯
）
を
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
黒
く
て
丸

い
目
、
黒
い
噛
と
い
う
正
装
を
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
喉
か
ら
腹
部

に
か
け
て
の
黒
帯
は
雄
で
は
太
く
、

雌
で
は
細
く
す
ぐ
に
雌
雄
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ

が
頬
が
白
い
こ
と
か
ら
、
時
々
別

種
の
ホ
オ
ジ
ロ
（
昭
和
六
十
三
年

六
月
号
掲
載
）
と
ま
ち
が
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
ホ
オ
ジ
ロ
が
巣
箱

を
利
用
し
た
、
な
ど
と
話
を
聞
き

ま
す
が
、
ホ
オ
ジ
ロ
は
巣
箱
に
は

巣
を
作
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
の
ま
ち
が
い
で
す
。

　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
樹
洞
や
石
垣

の
す
き
間
、
人
家
の
す
き
問
な
ど

に
多
量
の
蘇
類
を
用
い
て
椀
形
の

飛
り
蓬
』
≦
蓼
』
≦
』
§
』
§
襲
ミ
リ
ミ
，
ミ
』
き
殴
り
§
リ
ミ
ミ
リ
ミ
』
≦
リ
ミ
、
襲
ミ
リ
ミ
リ
ミ
，
§
』
≦
妻
ミ
リ
ミ
妻
〕
ミ
襲
ミ
厭

脚胴喩耀，』勲鰍グ』匿㎜鰍砂』噺』M5瑚幽』，幽』聯』聯』M”墜仰勲曜』聯』勲閥四励働㎜』M洲國砂勲膨勲”四彫』脇』齢曜勲7』勲彫勲彫〔伽』M卯勲鮮勲砂〔伽・鰍糊肺解』四吻P勲彫昂”砂』脇』《卿

　
た
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
つ
す

　
端
午
の
節
句
の
供
え
物
は
柏
餅

と
ち
ま
き
、
と
い
う
風
習
は
ほ
と

ん
ど
全
国
共
通
の
よ
う
で
す
。

　
柏
餅
は
量
産
し
や
す
い
た
め
、

五
月
の
節
句
の
時
期
以
外
に
も
出

回
っ
て
い
ま
す
が
、
ち
ま
き
は
手

作
り
で
手
間
が
か
か
る
た

め
、
節
句
の
時
期
に
限
っ

て
売
る
店
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
で
し

ょ
う
か
、
最
近
は
柏
餅
を

知
っ
て
い
て
も
、
ち
ま
き

を
知
ら
な
い
子
供
が
い
る

よ
う
で
す
。

　
一
般
的
な
ち
ま
き
は
、

餅
米
を
主
な
材
料
と
し
て

ん
ん
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ

円
錐
型
に
形
づ
く
り
、
笹
や
竹
の

皮
な
ど
で
巻
い
た
あ
と
、
は
が
れ

な
い
よ
う
に
イ
グ
サ
で
し
ば
っ
た

食
品
で
、
せ
い
ろ
う
で
蒸
し
て
食

べ
ま
す
。
も
と
も
と
は
中
国
か
ら

物
語
』
　
（
十
世
紀
前
半
）
や
『
古

今
和
歌
集
』
　
（
十
世
紀
初
頭
）
に

も
出
て
く
る
よ
う
に
、
日
本
で
も

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
食
べ

物
で
す
。

　
現
在
、
市
販
さ
れ
て
い
る
ち
ま

き
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
う
い

ろ
う
ち
ま
き
や
羊
か
ん
ち
ま
き
、

く
す葛

粉
で
作
っ
た
水
仙
ち
ま
き
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

伝
来
し
た
も
の
で
す
が
、
　
『
伊
勢

　
　
　
篇
ノ
罷

　
　
　
嘘
既
程
敗
指
麩
旬
遡

　
　
　
“
・
麟
－

　
　
　
　
　
や
講
刀

　
　
　
泌
鰹

　
　
　
　
ま
た
、
昔
は
家
で
手
作

　
　
　
り
し
て
い
た
の
で
、
地
方

　
　
　
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ち

　
　
　
ま
き
が
伝
統
食
と
し
て
生

　
　
　
き
続
け
て
い
ま
す
。
な
か

　
　
　
で
も
餅
米
を
笹
で
巻
い
た

　
　
　
三
角
ち
ま
き
、
餅
米
を
あ

　
　
　
く
汁
に
ひ
た
し
て
竹
の
皮

　
　
　
で
巻
い
た
あ
く
巻
、
干
し

　
　
　
え
び
や
豚
肉
を
ま
ぜ
た
ご

飯
の
ち
ま
き
な
ど
は
、
最
近
は
郷

土
食
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か

ら
十
一
日
ま
で
は
児
童
福
祉
週
間

で
す
。
今
年
の
標
語
は
「
遊
び
は

こ
ど
も
の
ご
は
ん
だ
！
」
　
　
ー

ゆ
と
り
の
時
代
へ
向
け
て
、
子
供

は
大
い
に
遊
ん
で
、
の
び
の
び
と

育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

昂“昂卿』　柳島“”晒働』脚励』勘吻』肉吻』M卿』7脇』脚吻』醐』M吻”鴨』財聯齢伽脚四脚四四卿』配脚』w糀』醐』断脚』7〉㎜』M雅』四吻』・㎜』駆伽』囚彫劇・耀齢〃卿』M鋼齢吻』M吻』四緋』M蝦』囚㎜』M雅』、”糊脚緋』齢伽

野
リ
ミ
』
嚢
』
≦
』
華
』
棄
』
≦
』
聖
り
華
』
≦
』
』
≦
リ
ミ
』
≦
』
』
翼
ミ
，
ミ
リ
ミ
，
ミ
』
≦
蓼
§
リ
ミ
聖
，
ミ
リ
ミ
9
ミ
リ
ミ
リ
㌧
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巣
を
作
り
、
中
に
獣
毛
や
羽
毛
な

ど
を
敷
き
、
四
月
か
ら
七
月
に
白

地
に
ネ
ズ
色
に
赤
褐
色
の
微
細
な

小
斑
の
あ
る
卵
を
七
～
十
個
産
み

抱
卵
し
ま
す
。
雛
は
二
週
間
位
で

卿
化
し
、
十
六
～
二
十
日
位
で
巣

立
ち
を
し
ま
す
。
巣
立
っ
た
雛
は

し
ば
ら
く
親
に
養
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
親
か
ら
離
れ
て
放
浪
し

始
め
、
雛
同
志
の
群
を
作
り
ま
す
。

こ
の
間
一
部
の
親
鳥
は
二
回
目
の

繁
殖
に
入
り
八
月
こ
ろ
に
は
親
鳥

と
雛
が
合
流
し
て
群
を
作
り
秋
か

ら
冬
へ
の
群
と
な
る
の
で
す
。

　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
樹
洞
に
本

来
営
巣
す
る
こ
と
か
ら
、
人
工
的

な
樹
洞
で
あ
る
巣
箱
を
よ
く
利
用

す
る
の
で
す
。
し
か
し
か
け
っ
ぱ

な
し
の
巣
箱
で
は
、
板
が
弱
く
な

っ
た
り
は
ず
れ
た
り
す
る
た
め
、

営
巣
中
に
天
敵
に
食
べ
ら
れ
る
率

が
高
い
と
い
う
結
果
が
あ
り
、
巣

箱
を
か
け
た
ら
年
一
回
は
手
入
れ

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
営

巣
場
所
で
か
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、

軒
先
の
郵
便
受
け
、
伏
せ
た
植
木

鉢
、
庭
や
店
先
の
置
物
の
タ
ヌ
キ

の
目
の
部
分
か
ら
中
に
入
っ
て
タ

ヌ
キ
の
お
腹
の
中
に
営
巣
し
た
例

も
あ
り
ま
す
。
松
代
町
で
は
、
「
松

代
町
の
野
鳥
を
見
る
会
」
（
会
長
、

佐
藤
公
男
）
が
、
昭
和
六
十
三
年

六
月
の
月
例
探
鳥
会
で
、
千
年
部

落
の
上
部
に
あ
る
農
道
脇
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
支
柱
の
上
部
の
穴
に

営
巣
し
た
の
を
観
察
し
た
こ
と
が

シジュウカラ

あ
り
ま
し
た
。
樹
木
の
多
い
松
代

町
で
も
、
テ
リ
ト
リ
ー
内
に
営
巣

で
き
る
樹
洞
が
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
．

　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
さ
え
ず
り
は

ツ
ー
ピ
ー
、
ツ
ー
ピ
ー
、
ツ
ツ
ピ

ー
、
ツ
ツ
ピ
ー
、
ツ
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ

な
ど
と
く
り
か
え
し
、
地
鳴
き
は

ツ
ッ
チ
ー
、
ツ
ー
ツ
ー
チ
、
チ
ッ

チ
ッ
チ
チ
ュ
カ
ラ
、
ジ
ュ
ク
ジ
ュ

ク
な
ど
と
鳴
き
、
巣
を
の
ぞ
い
た

り
、
外
敵
が
近
づ
い
た
時
に
は
、

シ
ュ
ー
、
シ
ュ
ー
と
鳴
き
嚇
を
大

き
く
開
け
た
り
、
閉
じ
た
り
し
な

が
ら
上
に
向
け
い
か
く
し
ま
す
が

営
巣
中
の
も
の
は
逃
げ
出
さ
な
い

た
め
天
敵
に
や
ら
れ
る
場
合
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
雌
の
被

害
が
多
い
と
い
う
研
究
結
果
が
あ

り
ま
す
。

　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
ス
ズ
メ
、
カ

ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
な
ど
と
並
ん
で

身
近
に
住
ん
で
い
る
鳥
で
、
昆
虫

や
昆
虫
の
卵
、
幼
虫
を
好
ん
で
食

べ
る
こ
と
か
ら
人
間
に
と
っ
て
有

益
な
鳥
な
の
で
す
。
最
後
に
正
岡

子
規
の
歌
で
こ
の
項
を
終
り
ま
す
。

杉
垣
を
あ
さ
り
青
葉
の

　
花
を
踏
み

　
松
へ
飛
び
た
る
四
十
雀
二
羽

　
県
警
で
は
、
県
下
全
域
（
佐
渡
、

粟
島
を
除
く
）
の
一
一
〇
番
通
報

を
本
部
通
信
指
令
室
で
集
中
受
理

し
、
現
場
へ
の
急
行
な
ど
を
集
中

指
令
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の

早
期
検
挙
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
件
・
事
故
の
ほ
か
、

○
行
動
の
不
審
な
人
が
近
所
を
う

ろ
つ
い
て
い
る
．

○
深
夜
、
家
の
回
り
で
不
審
な
物

音
が
す
る
．

○
見
か
け
な
い
不
審
な
車
（
ナ
ン

バ
ー
の
メ
モ
を
忘
れ
ず
に
）
が
と

ま
っ
て
い
る
。

○
指
名
手
配
犯
人
に
似
て
い
る
者

が
い
る
．

○
「
近
く
で
助
け
て
i
」
等
の
悲

鳴
が
聞
こ
え
る
。

等
の
場
合
に
も
積
極
的
な
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
．

二
〇
番
は

あ
な
た
と
警
察
の

　
　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
や
け
ど
の
手
当
で
大
事
な
こ
と

は
、
感
染
の
防
止
、
苦
痛
の
軽
減
、

シ
ョ
ッ
ク
の
防
止
の
三
点
で
す
。

手
当
は
清
潔
に
行
な
う
こ
と
。
で

き
る
だ
け
早
く
冷
た
い
き
れ
い
な

水
で
冷
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
、
す
ぐ
に
冷
や
す
こ
と
。
水

道
の
水
な
ど
き
れ
い
な
冷
水
を
か

け
て
冷
し
ま
す
。
患
部
に
直
接
強

い
水
圧
を
か
け
な
い
こ
と
。

　
二
、
十
分
に
冷
や
し
た
あ
と
は

細
菌
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
清
潔
な

布
、
ガ
ー
ゼ
で
患
部
を
覆
い
ま
す
。

水
ぶ
く
れ
は
つ
ぶ
さ
な
い
こ
と
。

　
三
、
み
そ
、
し
ょ
う
油
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
す
っ
た
も
の
な
ど
は
、

絶
対
に
ぬ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
や
け
ど
の
分
類

　
　
－
度
　
発
赤
す
る

　
　
2
度
　
水
庖
が
で
き
る

　
　
3
度
　
黒
化
す
る
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スボーツ教室で“心”と“体”をきたえよう

　　　　　　問い合わせは、総合体育館（7－3752）へ

体操教室
　　

　
　
　
　
　
　

鞭
　
　
轍
粥

盤
欝
　
　
　
羅
灘

以
曜
懸
＠
　
　
松
難

　
　
ぱ
　
　
の

懸
灘
辮

　
　
　
　
　
ゑ

象
隠
關
鷲
者
費

　
習
　
　
　
、
導
会

羅
練
欝
場
指
※

剣道教室
　

搬
　
謝
麟

鑑
麟
　
　
遊
　
　
麗

鐵
躍
翻
剣
柳
瑞

　
あ
ぱ
　
の

　
　
　
　
　
ダ

象
環
聞
所
考
費

　
習
　
　
　
難
嚢

難
練
時
暢
叢
※

バドミントン教室
認象率撃盤が雛禰繋讃
練習日　塞野　第欝撰曜露

　　　松縦　蕪週獺羅図
時　聞　塞野　麹認騰纏難舗、

　　　松畿蹴の腔蹴＠⑳
場癬奴奈測小学校・体蒋館
指導者　関谷信一郎・関谷昭栄

※会費《保険料奮〉

　　　　室野蓬，㈱駕、松御，＄③翻

着
　
謝
彰
鋼

般
懸
　
　
道
露
翻

心
曜
麟
の
剣
樋
鶏

お
　
な
　
び

　
　
　
　
　
だ

象
日
間
藤
者
費

　
習
　
　
　
導
会

難
練
時
場
指
※

卜教室

生以上一般者

田

難のo

・鈴本　正

　歪，翻＠周

　
象
日
間
漸
者
費

バ　
　
習
　
　
　
導
会

　
対
練
時
場
指
※

空手教室

走ろう教室
　
　
　
　
徳
鷺

叢
　
　
　
　
　
の

般
　
　
　
　
橋
愈
趨

一
　
　
　
　
講
鶏

あ
　
め
　
　
ロ

　
　
　
　
　
ダ

象
臼
聞
鶏
者
費

　
習
　
　
　
導
会

対
練
時
場
指
※

バレーボール教室

　
き鍛

⑧
②
器

　
　
な
　
　
の

　
　
　
　
　
ゑ

象
日
間
所
者
費

　
習
　
　
　
導
会

対
練
時
場
指
※

サッカー教室

　
　
　
　
　
閣

　
霞
　
　
　
　
　
の

坐
曜
　
　
　
　
⑧
欝

以
圭
の
の
緯
　
　
鶉

　
　
む
セ

碑
講
姫
健
翻

雑
畿
藩

　
　
　
　
　
ダ

象
日
閥
所
老
費

　
習
　
　
　
導
会

対
練
時
場
指
※

第
1
3
回
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
鯵
緬
募
集

期
日
六
月
十
八
日
（
日
）

会
　
場
　
松
代
町
総
合
体
育
館

種
　
目
　
男
女
混
合
九
人
制

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
（
女
性
一
名
以
上
含
む
）

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
　
ニ
千
円

　
　
　
（
協
会
に
登
録
し
て
あ

申
込
先

榊
霧

る
チ
ー
ム
は
、
無
料
）

総
合
体
育
館
事
務
室

又
は
、
役
場
総
務
課

石
口
へ

六
月
＋
日

総
合
体
育
館
事
務
室

　
（
7
1
3
7
5
2
）
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趨

、
駄

心
配
こ
と
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

　
毎
週
金
曜
日
、
午
前
9
時
か
ら

n
時
3
0
分
ま
で
松
代
長
命
寺
相
談

室
で
心
配
ご
と
相
談
所
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
、
親
子
関
係
、
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
等
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
一
度
、
　
「
心

配
ご
と
相
談
所
」
で
相
談
さ
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
し
無
料
で

相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

心配ごと相談員

【5月】　相談員

　12日小堺勇治郎さん

　　　本山祖道さん
　19日倉石　義乗さん

　　　本山祖道さん
　26日市川　明治さん

　　　本山祖道さん
【6月】

　　2日　2日石沢　セイさん

　　　本山禮子さん
　9日小堺勇治郎さん

　　　本山祖道さん
※ところ　松代長命寺

※時　間　午前9時～
　　　　　午前11時30分

住所 氏　　　名 役　　　　　職

本　山　祖　道 ○人権擁護委員

松代 長命寺住職 ○心配ごと相談所長

盈7－2033

倉石　義　乗 ○人権擁護委員

蒲生 松泉寺住職 ○保護司

盈7－2275

本　山　禮　子 ○行政相談員

松代 長　命　寺

盈7－2033

小　堺　勇治郎 ○民生児童委員

室野 じろえん
盈8－2022

鈴　木　林　平 ○身体障害者相談員

松代 ぎ　す　け ○東頸城郡身体障害

盈7－2004 者福祉会会長

石　沢　セ イ　○東頸城郡母子福祉
海老 た　な　か 会会長

盈7－3845

市　川　明 治　○青少年育成町民会

松代 松　本　屋 議会長

盈7－2067

※電話での相談も受付けます。

◆議議◆薦◆鱒◆◆◆1◆◆『す謡◆藁◆1◆嚢◆瓢◆嘉◆◆◆◆霧◆謬’『◆）◆葺

礁

第
二
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
締
切
せ
ま
る

　
今
回
も
大
成
行
に
終
わ
っ
た
冬

の
陣
。
松
代
カ
メ
ラ
タ
ラ
ブ
で
は

そ
の
時
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
す
。
ア
ル
バ
ム
の
中
の
隠
れ

た
名
作
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
題
　
材

　
第
二
回
冬
の
陣
に
関
連
し
た
イ

ベ
ン
ト
ス
ナ
ッ
プ
か
モ
デ
ル
撮
影

会
の
作
品

◎
規
　
格

　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

◎
応
募
先

　
町
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

◎
〆
　
切

　
5
月
1
5
日
㈲

◆
　
　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

昭和64年6月19日までの方は

町総合センターで受付いたします。

◎
発
表
　
展
示

　
5
月
2
7
日
ω
～
2
8
日
㈲

　
総
合
セ
ン
タ
ー
　
三
階

◎
賞・

最
優
秀
賞
（
一
点
）

　
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
コ
ニ
カ
カ
メ
ラ

・
優
秀
賞
（
二
点
）

　
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
品

・
入
選
（
三
点
）

　
賞
状
・
副
賞
品

◎
主
　
催

　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

◎
後
　
援

　
町
公
民
館
、
冬
の
陣
実
行
委
員

　
会

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
　
◎
持
参
す
る
も
の

　
　
○
運
転
免
許
証

　
　
○
免
許
証
用
写
真
一
枚

　
　
○
収
入
証
紙
　
二
千
四
百
円

　
　
　
○
協
会
会
費
　
千
五
百
円

　
　
　
○
郡
安
協
発
行
の
更
新
の
お
知

　
　
　
ら
せ
ハ
ガ
キ

　
　
◎
大
型
免
許
・
二
種
免
許
を
お
持

　
　
ち
の
方
は
、
深
視
力
検
査
が
で
き

　
　
な
い
た
め
松
代
で
で
き
ま
せ
ん
。
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國
舩
殴
厨
喫
屡
固
閲
臥
反
隠
瞬
囹
匪
囹
團
圏
圏

調糊

鵬遜

開離鰯趣爾麗醐凌

器
麗

囹
囹
囹
圏
囹
圏
覆
欄
明
劇
編
纂
劃
越
蘭
幽
園
個
圏
哲
圏
郎
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
一チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
い

　
　
　
自
然
編
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ

　
松
代
の
自
然
地
形
、
大
地
の
な

り
た
ち
、
岩
の
成
因
、
湧
水
、
川
、

土
砂
と
の
か
か
わ
り
、
あ
る
い
は

気
象
班
、
動
物
班
、
植
物
班
の
成

果
は
ど
の
専
門
を
と
っ
て
も
一
人
、

二
人
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
．

　
豪
華
な
カ
ラ
i
写
真
を
は
じ
め
、

楽
し
く
読
ま
せ
る
文
体
、
親
切
な

内
容
は
、
調
べ
た
内
容
は
全
町
民

に
お
返
し
す
る
。
と
い
う
立
場
を

貫
き
と
お
し
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
よ
い
、
グ
ル
ー
プ
討
議
が
よ
く

行
わ
れ
た
成
果
で
し
た
。

そ
の
二

個
性
の
あ
る
歴
史
編

　
歴
史
の
記
述
は
史
料
に
忠
実
で

あ
れ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

勿
論
賛
成
で
す
。
だ
が
、
史
料
そ

の
も
の
が
そ
の
時
代
、
人
の
書
い

た
も
の
な
の
で
す
。
我
田
引
水
、

自
分
の
主
張
を
有
利
に
す
る
民
間

資
料
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
に
生
き

た
祖
先
や
歴
史
を
つ
く
っ
て
き
た

祖
先
の
こ
と
を
、
ど
う
史
料
を
検

討
し
た
上
で
描
く
か
と
い
う
こ
と

は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

　
そ
の
こ
と
が
担
当
者
に
よ
り
お

の
ず
か
ら
、
個
性
を
持
っ
た
記
述

と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
三

三
七
万
字
と
の
た
た
か
い

　
私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
町
史

全
体
の
五
分
の
一
を
担
当
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
近
世
（
江
戸
時
代
）

が
主
だ
っ
た
の
で
す
が
、
近
、
現

代
と
の
か
か
わ
り
、
殊
に
現
今
の

わ
が
町
、
町
民
の
み
な
さ
ん
、
や

未
来
へ
の
か
か
わ
り
を
考
え
さ
せ

ら
れ
て
、
筆
が
進
ま
ぬ
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
働
）
封
建
時
代
を
連
想

し
ま
す
が
、
郷
土
の
住
民
は
ガ
マ

　
　
　
　
　
ひ
つ
そ
く

ン
だ
け
で
、
逼
塞
し
て
い
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
史
料
を
見
な
が

ら
ウ
ー
ン
と
う
な
る
こ
と
か
よ
く

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
史
料
の
こ
こ
を
使
っ
て
、
こ
れ

を
書
か
ね
ば
と
思
っ
て
筆
を
走
ら

せ
ま
し
た
が
、
夜
の
二
時
三
時
ま

で
か
け
て
昼
夜
兼
行
と
い
う
毎
日

が
、
自
分
な
が
ら
よ
く
続
い
た
と

思
い
ま
す
．

　
時
に
は
頭
の
中
が
凝
固
し
た
よ

う
に
な
っ
て
筆
が
進
み
ま
せ
ん
。

寝
よ
う
に
も
明
日
の
別
の
仕
事
が

よ
み
が
え
っ
て
眠
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
と
き
は
、
こ
こ
数
年
買

い
溜
め
て
い
た
本
を
読
み
あ
さ
る

も
の
で
し
た
。
　
「
最
後
の
海
軍
大

将
井
上
成
美
」
、
「
日
本
占
領
回

想
録
」
　
「
喜
劇
役
者
た
ち
」
　
「
現

代
日
本
私
注
」
　
「
求
道
遍
歴
」

「
禅
と
は
な
に
か
」
な
ど
で
し
た

が
、
殊
に
加
藤
周
一
の
「
山
中
人

間
話
」
は
凝
固
し
た
頭
の
中
を
清

掃
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
　
「
他
人

の
国
自
分
の
国
」
　
「
日
系
一
世
～

三
世
を
扱
っ
た
本
）
か
ら
は
、
私

の
人
間
観
に
影
響
を
与
え
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
．

　
勿
論
、
気
分
転
換
の
た
め
の
読

書
で
疲
れ
ゆ
き
つ
い
た
ら
仮
眠
す

る
と
い
う
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

良

そ
の
四

女
性
に
つ
い
て
思
う

　
松
代
の
町
史
で
、
い
つ
の
時
代

も
歴
史
は
う
ご
き
か
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
だ
が
、
そ

の
主
役
は
ま
だ
ま
だ
男
で
し
た
。

さ
き
の
吉
田
ル
イ
子
の
著
書
に
出

合
っ
て
、
日
本
の
社
会
の
変
化
は

》
写
真
と
絵
が
多
く
読
み
易
い

　
と
評
判
の
町
史

は
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
思

い
で
し
た
。
松
代
町
か
ら
も
広
い

国
内
、
国
際
的
に
活
や
く
す
る
女

性
が
で
て
欲
し
い
し
、
町
の
歴
史

の
発
展
途
上
で
も
女
性
が
主
役
に

か
わ
る
時
代
が
く
る
も
の
と
思
い

ま
し
た
。

　
長
い
間
、
広
報
で
お
つ
き
あ
い

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〈
町
史
の
発
刊
を
喜
ぶ
関
係
者
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お
見
事
ノ

剣
道
七
段

　
　
柳
　
　
一
郎
さ
ん

　
松
代
剣
道
連
盟
の
会
長
で
あ
る

柳
一
郎
さ
ん
が
、
昨
年
日
本
武
道

館
で
行
わ
れ
た
七
段
の
昇
段
審
査

に
お
い
て
、
見
事
合
格
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
七
段
受
審
者
は
、
全

国
か
ら
千
百
数
名
の
剣
士
達
が
受

審
し
、
合
格
率
十
七
・
○
％
と
い

う
低
い
合
格
率
で
し
た
。
数
回
目

と
い
う
受
審
者
の
い
る
中
で
、
柳

合

格

さ
ん
は
一
回
目
の
受
験
で
七
段
に

合
格
い
た
し
ま
し
た
。

　
柳
さ
ん
は
、
若
い
頃
よ
り
剣
道

に
打
ち
込
み
御
前
試
合
も
経
験
し

奪

て
そ
の
技
量
を
伸
ば
し
続
け
て
五

段
ま
で
一
気
に
昇
段
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
一
般
へ
の
指
導
は
勿

論
の
こ
と
、
青
少
年
健
全
育
成
を

目
指
し
て
、
少
年
達
の
剣
道
普
及

と
低
辺
拡
大
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
六
段
も
一
回
目
の

挑
戦
で
合
格
し
今
回
の
七
段
合
格

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

消

防

功

労

者

野
灘欝蟹

ゆく

を受

に
表
彰
状

　
去
る
四
月
十
八
日
、
役
場
に
お

い
て
町
消
防
団
幹
部
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
席
上
で
室
岡
徳
松
さ
ん
（

池
尻
）
は
、
消
防
団
三
十
五
年
勤

続
功
労
と
し
て
、
消
防
庁
長
官
よ

り
表
彰
さ
れ
、
秋
山
町
長
が
こ
れ

を
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

　
室
岡
さ
ん
は
昭
和
二
十
九
年
、

当
時
十
八
歳
で
消
防
団
員
と
し
て

入
団
。
以
後
、
班
長
、
部
長
、
分

団
長
を
歴
任
。
農
業
に
従
事
す
る

か
た
わ
ら
消
防
団
活
動
に
献
身
的

に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ラ
ッ
パ
長
と
し
て
五

十
四
年
か
ら
ラ
ッ
パ
隊
の
指
揮
に

当
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
馬
場
利
夫
さ
ん
（
蒲
生
）

は
、
二
十
五
年
間
消
防
団
業
務
に

携
わ
り
、
県
知
事
か
ら
自
治
消
防

制
度
四
十
周
年
記
△
・
心
功
績
章
が
贈

ら
れ
る
と
と
も
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
．

　
同
じ
く
知
事
表
彰
二
十
年
精
勤

章
十
七
名
、
県
消
防
協
会
長
表
彰

で
は
、
五
十
嵐
健
作
さ
ん
（
竹
所
）

に
幹
部
功
績
章
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

三
十
五
名
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
精

勤
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
　
詫
　
び

　
先
月
号
の
戸
籍
の
窓
口
欄
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
沢
啓
蔵
さ
ん
の
死
亡
年
令
は
7
5

　

歳
で
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　
五
月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
五

月
…
…
。
平
成
元
年
も
も
う
半
分

近
く
終
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
思
う

と
、
時
の
流
れ
の
あ
ま
り
の
速
さ

に
戸
惑
い
さ
え
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
▼
桜
の
花
が
今
年
は
ど
こ
で

も
満
開
で
し
た
ね
。
松
代
小
学
校

で
の
夜
桜
観
桜
会
の
写
真
を
撮
り

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
今
月
号
に

載
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
写

真
の
“
で
き
”
が
想
像
つ
く
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
い
ま
す
。
あ
て
に
し
て
い
た
写

真
が
ダ
メ
と
わ
か
っ
た
時
の
シ
ョ

ッ
ク
は
た
だ
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
係
に
な
っ
た
者
だ
け
が

知
る
自
慢
の
で
き
な
い
話
で
す
。

▼
身
近
な
町
長
選
挙
を
始
め
今
年

は
選
挙
の
当
り
年
、
著
名
人
の
相

次
ぐ
計
報
と
、
世
の
中
色
々
と
波

風
が
高
い
よ
う
で
す
。
自
分
の
体

の
健
康
管
理
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

戸
籍
の
窓
口

（
3
月
斜
日
～
4
月
2
0
日
受
付
分
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

山
賀
貢
・
全
良
子
．
、
ん

　
　
　
　
　
（
松
代
・
新
屋
敷
）

高
橋
　
剛
・
加
藤
幸
子
．
、
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
林
）

仲
村
正
幸
・
不
破
野
正
美
。
ん

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
万
蔵
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ニ
う
　
た

高
橋
孝
太
．
蒼
洋
一
・
佳
洋
子
．
、
ん

　
　
　
（
並
男
・
千
年
・
香
具
）

　
　
せ
い
い
ち

’
甲
沢
成
一
ち
．
ん
昇
一
…
、
・
不
ル
バ
．
、
ん

　
（
長
男
・
木
和
田
原
・
平
田
）

　
　
み
　
ほ

柳
　
美
穂
．
・
落
好
一
・
弥
生
．
、
ん

　
　
（
長
女
・
松
代
・
久
ぜ
ん
）

　
　
ひ
ろ
　
し

秋
山
広
志
．
・
ん
正
行
・
ジ
ー
二
1
．
、
ん

　
　
　
騰
長
男
・
清
水
・
清
八
）

む
冥
福
を
祈
9
ま
す
（
死
亡
）

石
国
シ
ズ
滋
．
、
ん
　
磁
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
藤
兵
衛
）

関
谷
　
晃
薫
ん
　
脇
歳
悔

　
　
　
　
　
　
（
千
年
・
八
院
）

齊
木
　
イ
カ
。
ん
　
87
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
善
八
）

鈴
木
　
昌
嗣
。
ん
　
部
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
重
兵
工
）
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　易揺　婆寺　お候　人せ句
　茶ら　ひの　降か　のて会
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公め春去りの枯し田淡見打
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　　　　　鱒　　斌
鴻　　筆

　　　　　　ρ　：　　　　　　　0　　0　　9　　　　　　0　　　（

野
に
な
る
実

　
　
繕
ク
ウ
ツ
華

　
ド
ク
ウ
ツ
ギ
科
の
落
葉
木
、
平

地
～
一
〇
〇
〇
材
ほ
ど
の
山
地
の

明
る
い
野
原
や
河
原
、
土
手
、
林

の
へ
り
な
ど
に
生
え
る
。

　
高
さ
は
一
～
二
揖
、
根
も
と
か

ら
枝
を
多
く
出
し
て
、
株
立
ち
状

に
な
っ
て
い
る
。
枝
は
細
長
く
四

角
ば
る
。
葉
は
先
の
と
が
っ
た
た

卵
形
で
、
枝
に
対
生
す
る
。

　
夏
に
花
弁
が
大
き
く
な
っ
て
果

実
を
包
み
、
多

汁
質
で
赤
色
の

実
と
な
り
、
夏

か
ら
秋
に
黒
く

熟
す
。

　
毒
性
、
植
物

体
全
体
に
強
い

毒
成
分
が
含
ま

れ
る
。
食
す
る

と
死
に
至
る
こ

と
が
多
い
．

園
　
　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
活
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
リ
を
避
け
て
。

　
　
3
分
で
1
級
、
ー
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　　　　　　　　　。舗喝取
准ユ羊9蓄ヨ．鷺’ユ士一（o稗恥σ1蕾

　　　　　　　　　　〈鶴ヨ1聲巽〉

雛


